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ある。これは現在の仕上げの「張り乾燥」
工程に相当する。革を杭で張った光景は戦
前まで姫路の市川の河原で見られた。江戸
時代の「貞

さだ

丈
たけ

雑記」によれば、鎧に用いた
練
ねり

革
かわ

（いためがわとも言う）の製法は膠を
薄く煎じて冷やしてから、牛生皮を浸して
芯まで水が浸透した後に、金槌で３日間打
ち固めてから、石灰を両面に塗り、日に乾
かして造り、革を厚くするには、革２、３
枚重ねて打つと将軍家お抱えの鎧工が伝え
ている３）。まれに生皮を火で温めて打って
造ることもある。貞丈は冬寒中に作れば、
革が丈夫で虫が生じないが、夏だと乾かな
いうちに腐り弱くなり虫が生ずると述べて
いる。さらに乾燥するときにウナギの肉を
擦り付けたり、ウナギを焼いて煙にふすべ
ることを推奨している。江戸中期の図説百
科事典「和漢三才図会」には、革を柔らか
くすることをなめす（奈女須）というとあ
る４）。稲藁の灰汁に米糠を混ぜて、少し温
めてから、この液で革の表裏をよく揉み洗
い、これを竹ぐしで張って晒し、やや乾く
のを待って竹

たけ

箆
べら

で肌肉（皮下組織）を取る。
甲革は牛皮を臘

ろう

月
げつ

（陰暦の12月）に泥水に
浸し、晒し乾かし、漆を塗って硬くすると
ある。鹿革の製造について「止

し

戈
か

枢
すう

要
よう

」に
記してある５）。剥いだ皮を一夜水に漬けて
から、竹に掛け、銓刀と包丁で肉片を除去
し、糠を入れた水に１、２日漬けて脱毛し、
さらに糠１升に塩３、４合加え、それを両

１．はじめに
日本の古代における皮革および革製品の

製造は主に朝廷内の職能集団によって行わ
れていた。この人たちの先祖は百済と高麗
からの帰化人である。鎌倉時代には朝廷の
権威が衰え、幕府の権勢が高まり、それに
伴い革工（職人）が諸国の守護大名の下で
武具や馬具等を製造した。応仁の乱（1467
〜77）以降、戦乱の時代となり、兵器の需
要がますます高まった。武将は装飾を施し
た鎧や兜を身に付けたが、それにはいろい
ろな染革や紋様のある画

え

韋
かわ

（絵革）が使用
された。

２．皮革製造
鎌倉・室町時代における皮革の製造に関

する文献は見当たらない。しかし製造技術
は平安時代から江戸時代に至るまで大きく
は変化していないと両時代の文献から考え
られる。平安時代の「延喜式」（967年施行）
によれば、牛皮は脱毛して日光に晒し、踏
みほぐし、鹿皮は脳を擦り付けて揉み乾か
し、さらに燻し、馬皮は油を振りかけ踏み
揉んで鞣した１、２）。鎌倉時代の絵巻物「粉

こ

河
かわ

寺
でら

縁起」の猟師の家の場面には、裏打ち
した皮を木の枠に結いつけて張り、日に乾
燥している図がある。この皮は茶色の地に
白斑点があるので、鹿毛皮である。また「天
狗草紙」の京四条河原の場面には、脱毛し
た皮を地面に杭で張り、乾燥している図が
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面に塗り、乾燥し、箆
へら

掛けし揉む。湯で洗
い乾燥する。揉み皮に「やわら」を引けば
色よく白くなり柔らかになる。やわらは鹿
の脳味噌の腐ったものである。なお平安時
代の「延喜式」では、馬の脳味噌が使用さ
れていた。

染革は鹿の白
しら

革
かわ

（韋）を植物で染めたも
のであり、古代より製造されていた。南北
朝時代の足利義満は壮麗な甲冑や鞍馬を好
み、播磨の革工と工人に 熟

なめし

皮
かわ

を用いてそ
れらを作らせた６）。義満は地を紫に染め、
唐草や菊、紅葉等の模様を白くした錦革を
他人が使用することを禁じた。しかし錦革
といえども紫色でなければ使用を許し、黒
や赤の地のものを御

ご

免
めん

革と称した。また小
桜や菖蒲、歯

し

朶
だ

、菱等の花葉の紋様を染め
た細

こ

文
もん

革は平安中期から製造されていた
が、室町前期に山城（京都）八

や

幡
わた

の神人が
余暇に菖蒲を染めた革を菖蒲革と称した。
この「しょうぶ」の音は勝武や尚武と合い、
甲冑や武具に使用された。征西将軍懐

かね

良
なが

が
肥後（熊本）八代の革工に模板を刻して、
猿、獅子、牡丹、唐草、梅鉢等の紋様と「正
平六年六月一日」の８文字を染めさせた。
これを正平革と呼んだ。これは聖武天皇の
天平時代の不動尊の像と八幡の２文字の画
革に「天平十二年八月」の文字のある天平
革をまねたものである。両者の年月の数字
はその後も改められなかった。獅子の周囲
を牡丹の花と葉で埋めた紋様の藻

も

獅
し し

子革が
鎌倉末期から室町時代にかけて多量に製造
された。肥前（佐賀）や筑前・筑後（福岡）
も革工が多くいた。画革はすでに「延喜式」
に大宰府の貢納物として記載されており、
平安時代初期にはすでに製造されていた。
その後の中世において盛んとなり、江戸時
代にも続いた。16世紀頃（室町時代）に外
国から上質の革が輸入されており、江戸中
期の「装剣奇賞」に古

こ

渡
わたり

（または中
なか

渡
わたり

）

野
や

牛
ぎゅう

印
いん

度
で

亜
や

、中渡水牛皮、モウル、呂
る

宋
そん

革、
古渡（または中渡、新

しん

渡
と

）聖
さ ん と め

多黙等が示さ
れている７）。これらの名称から野牛や水牛
の皮が輸入されていたことが分かる。印度
亜（応帝亜）とモウルは天竺すなわち印度
を指し、古渡りは室町あるいはそれ以前を
指し、それ以降を中渡、新渡と称した。新
渡の語は室町末期の「日葡辞書」にもある
ので、室町後期から江戸中期を指すと思わ
れる。舶来品を総じて印伝革と称した。こ
れらの革を模した革や鉄印で紋様を打ち出
した革が国内で製造された。紋野牛や七宝
印度亜、紋聖多黙等がある。今日の甲州印
伝革は鹿革を漆仕上げしたものであるが、
彩色技法がインドから伝来したことに由来
する。

３．革製品
日本における甲冑の推移変遷は平安前期

までの古代、室町時代までの中世、江戸時
代の近世におおまかに分けられる。古墳時
代の甲冑には鉄

てつ

板
いた

金
がね

やそれを短冊形に裁断
した小

こ

札
ざね

を使用していたが、780年に「甲
冑は皆よろしく革を用いるべし」と勅命が
出され、以後革甲が作られた。「延喜式」
には、短甲冑や挂

けい

甲
こう

の素材として、牛や馬、
鹿の革が記されている１、２）。平安中期頃か
ら大型の大鎧が騎射戦に有効なので普及
し、南北朝時代になると、源平合戦の頃の
一騎懸けから集団の大規模な戦闘に発展
し、それにより重厚な大鎧は簡略化した軽
便な銅丸と腹巻に変化した（図１、２）８）。
応仁の乱により武具の需要が拡大し、歩兵
は簡略な具足を、武将は個性豊かな甲冑を
身に付けた。室町末期には鉄砲の伝来があ
り、鉄製鎧が増加した。

工芸性の高い甲冑が今日なお数多く保存
されている。厳島神社の「小桜韋黄返威鎧」

（国宝　平安時代）は黒漆塗革小札を黄に
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返した藍染の小桜韋で威してあり（本誌
No. 157）、春日大社の「赤糸威大鎧」（国
宝　鎌倉時代）は黒漆塗の鉄と革の小札一
枚交ぜとして赤糸で威してあり、長谷寺（奈
良）の祭礼に使用した「赤糸威鎧」（重
文 室町時代）は鉄札と革札の一枚交ぜで
あり、弦

つるばしり

走と金具廻、革所を包んだ色彩の
美しい萌黄地蜀

しょっこう

江錦は明の渡来品である
（図１）。伊予（愛媛）の大

おお

山
やま

祇
ずみ

神社や河内
（大阪）の金剛寺には重要文化財の胴丸や
腹巻が多数保存されている。金剛寺の

「熏
ふすべがわ

韋 包
づつみ

腹巻」（重文　室町時代）は熏韋
（燻した鹿革）で胴部分を包んである（図２）。

鞍は古くは革製であったが、中国から木
製の鞍が古墳時代に輸入され、その後日本
でも作られた。正倉院の奈良時代の鞍は木
製の鞍

くら

橋
ぼね

に鹿革の鞍
くら

褥
じき

、牛革やアザラシ皮
の韉
したぐら

、鹿革で縁取りをした麻布などの屧
な め

脊
が取り付けられている９）。平安時代の韉に
は豹や虎、鹿の毛皮が使用された。鎌倉幕
府の年代記である「吾妻鏡」では、源頼朝
が入京の際（建久元年11月）の装束に、夏
毛の行

むかばき

縢・染羽の野矢・水豹毛の泥
あ お り

障とあ

る10）。夏毛は鹿毛皮であり、染羽は鷲の尾
羽である。その年の１月の頼朝の後白河法
皇への献上物に、鷲の羽１櫃がある。この
鷲の羽は奥州から届いたものを贈ったとあ
る。平泉の毛越寺本尊を造立する際の、仏
師運慶への支払いに金や馬、布帛の他に鷲
の羽100尻と水豹の皮60枚が含まれている

（文治５年９月）。鷲（オオワシ、オジロワ
シ）の羽や水豹の皮は蝦夷が島（北海道）
の産物である。「延喜式」には羆

ひぐま

の障泥が
記されており２）、北海道の産物は古くから
陸奥国を通じて都にもたらされていた。「吾
妻鏡」に、黒塗りの張革鞍（鞍橋全体を黒
漆塗りの革で包んだ鞍）が餞別の一つとし
てすでに記されている（建久２年11月）。
また、南北朝後期から室町初期の作と推測
される「庭

てい

訓
きん

往
おう

来
らい

」にも、鷲・鷹羽の矢、
黒漆張鞍、豹・麞

のろ

皮の鞍覆、虎・鹿子皮の
切
きっつけ

付（韉の一種）、水豹・熊皮の泥障、野
宿料雨皮・敷皮等が記されている11）。ドイ
ツの皮革博物館には、白革を金装飾した鞍

図１　赤糸威鎧（室町時代　長谷寺蔵） 図２　熏韋包腹巻（室町時代　金剛寺蔵）
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褥、韉および鞍
くら

覆
おおい

が装着された16、７世
紀の日本製鞍が幾つか収蔵されている。馬
甲も元々は防御用であったが、戦国時代に
は装飾ないし威厳の目的で毛皮が使用され
た。江戸時代に入ると、鞍橋の前後輪を練
革十数枚重ねて成形あるいは木地に数枚の
革を貼り付けた鞍や鞍橋全体を革で包んだ
鞍が製作された。

弓矢を入れて携帯する容器に、上代の矢
筒式の靫

ゆき

と矢立式の胡
こ

禄
ろく

、中世の箙
えびら

と空
うつ

穂
ぼ

などがあり、矢を入れる箱（方
ほう

立
だて

）や束ね
る紐、それを背負う帯に毛皮や革も使用さ
れた。箙の方立の外面に猪や熊の毛皮が用
いられ、空穂の矢羽を保護する穂に被せた
毛皮は主に猪皮や鹿皮であった。

狩猟や騎射は武士の重要な軍事訓練でも
あり、その時に、両足を保護するために穿
いた行縢は古くは布帛製であったが、平安
時代以降は毛皮が使用され、初めは熊皮が、
後に鹿皮が一般的に使用された。また太刀
の鞘を保護する尻鞘に、虎・豹・熊・鹿等
の毛皮が使用された。鎌倉時代には、放生
会等の法会には平安時代から行われていた
流
や ぶ さ め

鏑馬や蹴鞠がしばしば催された。流鏑馬
の装束は狩装束と同じ様式で、行縢・物

もの

射
い

沓
ぐつ

・空穂（または狩
かり

箙
えびら

）であり、これら
には毛皮や革が用いられている。物射沓は
馬上沓の一種の半

ほ う か

靴であり、牛革製で立
たてあげ

挙
部に鹿の錦韋や白韋を用いた。鹿や猪の毛
皮製のもある。武士が用いた 貫

つらぬき

の沓は熊、
牛、猪、鹿等の毛皮を巾着状にした浅沓で
ある。蹴鞠は鹿革の白鞠や 熏

いぶし

鞠
まり

を爪先が
鴨の嘴に似た漆塗り革製の鴨

かものくつ

沓で蹴った。
「延喜式」では、牛皮は履料となっており、
また正倉院の履が牛革に漆を塗ってあるの
で、この鴨沓も牛革であろう。なお 襪

しとうず

（沓
下）は通常布帛であるが、熏、紫、藍等の
色革も用いられた。「吾妻鏡」では、中納
言忠信が紫革の使用を勅許されたとある

（建保２年２月） 。京都の時代祭りのやぶ
さめ列（鎌倉時代）に、鹿毛皮の行縢を穿
いた武士や虎毛皮の尻鞘をはめた太刀を持
つ武士がいた（図３　筆者2004年検分）。
法会における導師や僧への布施として、色
革があるが、これは鹿の染革である。色革
は後白河法皇への献上物や上京する者への
餞別、相撲参加者への禄物にもなっている。

絵巻「法然上人絵伝」には、法然や検非
違使が革沓をはいていたことや聖が鹿皮を
身につけている（鹿皮聖と称していた）こ
となどが描かれている。庶民の間でも鹿皮
を小袖の上などに着る風習はあった。

装束の一つである革帯は正倉院にあり、
長さが153センチと長く、それに四角い 巡

じゅん

方
ぽう

や丸い丸
まるとも

鞆が取り付けてある。阿須賀神
社（熊野）には室町時代の作とされる
石
いしのおび

帯がある。これは牛革とみられ、全体
に黒漆が塗ってある。「和漢三才図会」には、
玉石は紀州、雲州、越州および佐渡より出
ずるとある４）。足利義満が1396年に武人の
礼式を定め、革足袋を履くようにした６）。
後に庶民も履いた。天正年間（1573〜91）
には、京や近畿地方で、熊、猪および鹿の
毛皮を張付けた毛皮草履がはやった。江戸

図３　行縢をはいた武士（京都時代祭）
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時代に入って牛皮を草履の裏に貼った雪駄
が一般的に使用された。

雅楽は５〜６世紀に中国や朝鮮から伝来
した舞楽が日本古来のものと融合し、平安
時代に宮廷や社寺で荘厳な音楽として栄
え、鎌倉時代の武家政権のもとでも続いた。
応仁の乱で壊滅的な打撃を得たが、大社寺
では法会や神事に際して演じられていた。
雅楽には皮を用いた琵琶や太鼓、鼓が使用
された。火焔の装飾枠を施した大

だ

太
だ い こ

鼓は皮
面の径が２メートルほどであり、楽

がく

太鼓（釣
太鼓）と胴の部分が少し膨らんだ鞨

か っ こ

鼓の径
はそれぞれ50センチと25センチほどであ
り、牛皮が使用されている。歩きながらあ
るいは立って演奏する 荷

にない

太鼓の径は80セ
ンチほどである。なお春日大社の大太鼓（重
文　鎌倉時代）と荷太鼓の径はそれぞれ
210センチと97センチである。鎌倉時代の
絵巻「天狗草子」の醍醐寺の桜会や講堂前
の田楽の場面には、大太鼓や荷太鼓が描か
れ、平安後期の歴史物語「栄華物語」を取
材とした「駒

こま

競
くらべ

行
ぎょう

幸
こう

絵図」（鎌倉時代）
には、船楽の大太鼓や荷太鼓、阮

げんかん

咸（琵琶
の類）が描かれている（図４）12）。中世の
神社の境内では芸能集団が祭礼などで民衆
を対象に田楽の類を演じていた。能の成立
は室町時代と言われるが、それに用いる大

おお

鼓
つづみ

と小
こ

鼓
つづみ

は馬革、能太鼓（締太鼓）は牛

革を用いる。日蓮宗の僧が用いる団
う ち わ

扇太鼓
も牛革である。鎌倉時代に朝廷が近江の日
吉神社造営にともない太鼓を作らせてい
た６）。「和漢三才図会」には、「大

おお

鼓
だいこ

は厚い
牛皮を用い枹

ばち

でたたく。摂州（大阪）天王
寺のもの径八尺」とある４）。舞楽の際に用
いた地

ち

久
きゅう

兜や鳥兜ならびに背に付ける迦
か

陵
りょう

頻
びん

（極楽にいるという想像上の鳥）羽
根や胡蝶羽根が法隆寺に収蔵されている。
これらは鎌倉時代の作で、牛革を彩色して
ある。なお、仏堂を飾る荘厳具の唐招提寺
や東寺の牛

ご ひ

皮華
け

蔓
まん

は奈良や平安の時代の作
であるが、法隆寺や峰

ぶ

定
じょう

寺
じ

（京都）のも
のは鎌倉時代の作である。

４．まとめ
鎌倉・室町時代は武士社会であり、武具

や馬具の需要が高まった。甲冑は実用性ば
かりでなく、権勢を示すために画韋を用い
た装飾性のあるものもあり、工芸品として
今日まで保存されている。中国や東南アジ
ア、インドからの舶来品が珍重され、それ
を模した革が国内で製造された。中国の「三
才図会」に倣った「和漢三才図会」は日本
の皮革製品を多く示している。絵巻物など
に当時の甲冑や楽器等の革製品が描かれて
いる。

図４　駒競行幸絵巻（鎌倉時代　久保惣太郎蔵）
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